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内耳卵形嚢の極性形成過程におけるセントリオール運動解析 
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内耳には有毛細胞が存在し、その頂部側表面にキノシリアおよびステレオシリアを

有する。内耳において有毛細胞は一様な極性を示し、キノシリアは隣同士類似した

位置に配置される。加えて、平衡斑では極性反転線（LPR）を境に有毛細胞の極性が

入れ替わり特徴的な配置をとる。平衡班の一つである卵形嚢では LPR を境に有毛細

胞が向かい合い、LPR の片側の有毛細胞及び支持細胞では転写因子 Emx2 を発現する

ことから、極性の形成に Emx2 が鍵となることが知られている。有毛細胞はキノシリ

アの基部に Mother Centriole (MC)を有し、成熟した有毛細胞ではその対となる

Daughter Centriole (DC)はより末梢側に配置される。一方で未熟な有毛細胞では有

毛細胞の極性が存在しないためキノシリアおよび Centriole は中央付近の位置をと

る。キノシリアはこれまでにも中央から末梢側に移動することが示唆されていたが、

その詳しいメカニズムは明らかにされていなかった。 

我々はマウス卵形嚢を胎生 13.5 で組織培養し、GFP-Centrin2 マウスにおいて有毛細

胞のcentrioleが中央から外側方向に移動していく様子を観察することに成功した(Y 

Tona and DK Wu, 2020. Elife)。有毛細胞の Centrioleの移動様式をさらに解析する

ことで極性の形成の背景にどのような変化が起こっていくのかを推察した。 


